
カリキュラムマップ　看護学科　（専門基礎科目　専門科目）

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

人体の構造と機能Ⅰ

人体の構造と機能Ⅱ

人体の構造と機能演習

解剖生理学演習

生化学

微生物学

基礎病態論

臨床病態論Ⅰ

臨床病態論Ⅱ

臨床病態論Ⅲ

臨床病態論Ⅳ

臨床薬物論 治療概論

臨床栄養論

選）保健行政論

社会福祉論

医事法規

公衆衛生学

選）疫学

選）保健統計論

看護学概論

看護セミナー 日常生活の援助技術Ⅲ 診断・治療における看護

看護の共通基本技術 看護アセスメント学Ⅰ

日常生活の援助技術Ⅰ 日常生活の援助技術Ⅱ 看護アセスメント学Ⅱ

基礎看護技術演習Ⅰ 基礎看護技術演習Ⅱ

基礎看護学実習Ⅰ 基礎看護学実習Ⅱ

公衆衛生看護学概論Ⅰ 公衆衛生看護学概論Ⅱ

健康教育論 選）学校・産業保健

くらしの中の看護Ⅰ くらしの中の看護Ⅱ

地域・在宅看護論 地域・在宅看護方法論

成人看護学Ⅰ 成人看護学Ⅱ急性期

成人看護学Ⅲ慢性期

老年看護学Ⅰ 老年看護学Ⅱ

小児看護学Ⅰ 小児看護学Ⅱ

母性看護学Ⅰ 母性看護学Ⅱ

精神看護学Ⅰ 精神看護学Ⅱ

感染看護学 看護管理学 国際看護学

医療安全管理学 看護倫理学

看護学統合実習

看護研究入門 看護研究演習Ⅰ 看護研究演習Ⅱ

がん看護学　

災害看護学 選）代替医療

選）リハビリテーション看護学　 選）治験学概論

選）救急看護学　 選）特別演習

選）看護教育方法学

健康と暮らしを支える看護実習

看護学科ＤＰ
①命の尊厳と人としての権利を擁護することの意義を理解し、それを判断および行動に結びつけることができる
②自分の特徴を知り、対象となる人の人格や意思を尊重した関わりができる
③人々の健康レベルを根拠に基づいて評価し、必要な看護を導き出すことができる
④導き出した看護を安全に実施し、評価することができる
⑤チームにおける自分の役割を認識し、行動に責任を持つことができる
⑥人々のQOL向上のため、社会資源の活用・開発や保健・医療・福祉チームとの連携の必要性を理解することができる
⑦個人及び集団の健康の保持・増進、疾病からの回復に向けて、看護識者として自律した行動をとることができる
⑧広く科学の進歩や保健・医療・福祉を取り巻く社会の変化に関心を寄せることができる
⑨看護の専門性を探求する必要性を理解することができる
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社会生活と健康
（Ｄ）

社会生活と看護
（Ｂ）

生命現象の基礎
（Ａ）

健康障害の成り
立ち
（Ｂ）

回復の援助技術
（Ｃ）

専
門
科
目

DP

③

①
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③
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⑧
⑨

健康と看護
（Ｃ）

看護の統合と展
開

（Ｄ）

3年次 4年次1年次

看護の基礎
（Ａ）

2年次

地域・在宅看護
論実習

成人看護学実習
Ⅰ

成人看護学実習
Ⅱ
老年看護学実習
Ⅰ
老年看護学実習
Ⅱ

看護実践演習

看護実践演習
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